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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、(1)人体構造そのものを
メディア情報とみなした大規模仮想化人体
データベースの構築 (コンテンツデータベ
ース), (2)個体差(バリエーション)を含め
た解剖学的構造理解手法の実現 (コンテ
ンツ記述), (3)仮想化人体データベースを
利用した多次元医用画像認識理解による内
視鏡下手術のための診断治療プロセスの融
合的支援 (画像からのコンテンツ記述自動
生成とその医学的応用)である。この研究は、
大規模仮想化人体データベースを構築し、
そのデータベースを基に個々の患者の解剖
学的構造を計算機が理解することで、診断
から治療(手術)に至るまでの過程を融合的
に支援する手法の確立を目指す。具体的に、
内視鏡手術を行う上で必要となる診断（手
術計画立案）から実際の手術までを融合的
に支援する画像認識理解手法を実現する。
本研究は、特にコンテンツ生成と利用の観
点から研究を進めるものである。 

２．研究の進捗状況 
2.1 仮想化人体データベース構築 
(1) 仮想化人体データベース仕様検討 

本研究課題で開発する大規模仮想化人
体データベースの仕様設計を進めた。特に、
「解剖学的構造データベース」「解剖学的
構造バリエーションの記述」を核として、
大規模仮想化人体データベースを検討し
た。 
(2) 解剖学的構造記述法の検討 

腹部領域における臓器・血管といった解
剖学的構造とそのバリエーションを記述
する手法を検討した。ここでは、画像とし
て臓器形状のばらつきを表現する方法、な
らびに、グラフ表現として脈管系を表現す

る手法を検討し、それぞれ実装を行った。 
(3)仮想化人体データベースのための解剖
学的構造入力法 
仮想化人体データベースは単なる多次

元医用画像の集合ではなく、解剖学的構造
を記述したデータも含まれる。そのために、
分岐パターン、解剖学的名称などの解剖学
的構造を効果的に入力可能なシステムを
実現し、仮想化人体データベース構築に利
用した。 
(4) 仮想化人体データベースのための画
像収集 
名古屋大学付属病院・愛知県立がんセン

タ－にて撮影される内視鏡下手術支援用
CT像/MRI像を収集した。 
(5) コンテンツとしての仮想化人体デー
タベース整備 
(4)ならびにこれまでに収集された画像

には対して手動で解剖学的構造情報を付
加し、仮想化人体データベースとしての整
備を図った。これらの画像は、臓器個体差
理解手法ならびに情報提示機構の検討に
利用されている。 
2.2 解剖学的構造理解手法実現 
(1) 臓器個体差理解手法の実現 

各臓器情報を基に解剖学的構造の個体
差を計算機が理解する手法を確立した。こ
れまでに蓄積された画像群から、形状の際
に応じて自動的にクラスタリングする手
法を開発し、その結果を入力画像のセグメ
ンテーション処理に利用する手法を開発
した。ここで、別途開発された高速画像レ
ジストレーション法を利用することで、画
像のクラスタリングならびにセグメンテ
ーションを行った。これによって個体差を
ある典型例に分類する一手段の実現を図
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った。 
(2) 解剖学的構造自動抽出手法の検討と
実現 
入力される3次元CT/MRI像から各種臓器

を精度よくセグメンテーションする様々
な手法の検討と実装を行った。仮想化人体
データベースをより積極的に利用して個
人毎の3次元医用画像から主要臓器を自動
的に抽出するアルゴリズムの開発を行っ
た。抽出率は症例によって20%-70%と低い
場合もあるが、ほぼ自動的に画像セグメン
テーションを行うアルゴリズムを構築し
た。 
2.3 内視鏡下手術支援を中心とした臨床
利用 
(1) 臓器構造理解結果を利用した情報提
示機構の開発 
個人毎の解剖学的構造を可視化すると

ともに、内視鏡下手術に必要な診断治療を
支援するために最も適した情報を患者毎
に自動選択する手法を実現した。解剖学的
構造の理解結果と仮想化人体データベー
スを利用して、アプローチ経路、切除範囲、
リンパ位置等を自動的に術者に提示する
手法を開発した。 
(2) 臨床利用のための高速処理 

高速に可視化するために、GPGPUとよば
れる専用プロセッサを利用した高速描画
法を開発し、臨床の場における評価を開始
した。 

３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展したと考える。 
仮想化人体データベース構築：データベー

スの構築法の検討はほぼ終了している。 
解剖学的構造理解：研究対象とした上腹

部臓器に対しては、大規模仮想化人体デー
タベースを基にした解剖学的構造理解手
法の確立が図れた。 

臨床利用：オフライン処理であり、かつ、
精度は十分では言えない症例もあるが、当初
は難しいと考えた大規模仮想化人体データ
ベースを利用した内視鏡手術支援手法があ
る程度確立され、評価に値する。 
４．今後の研究の推進方策 
処理の高速化、解剖学的構造認識精度のさ

らなる向上、仮想化人体データベースの一層
の拡充を考えている。また、さらに数多くの
臨床機関と連携することで研究を発展させ
ることも視野に入れている。 
５. 代表的な研究成果 
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